
　令和４年１月23日に執行された市長選挙
で、市民の皆さまのご信託をいただき、第７
代裾野市長として市政を担うこととなりまし
た村田悠です。
　人口減少、少子・高齢化、そして厳しい財
政状況など当市を取り巻く情勢は厳しさを増
している一方で、持続可能な社会の構築が急
務となっています。私は市長として、『財政
再建及び時代と市民ニーズにあった市民サー
ビス作り』に力を注ぎ、裾野市をより良いま
ちへ発展させたいと考えています。
そのために、まずは以下のような歳出・歳入
構造の見直しに取り組みます。

≪歳出≫
・長年続けてきたが効率や完成の見込めない

大型公共事業の見直し
・市民ニーズに合った公共事業の優先順位の

見直し
・同様な機能を持つ公共施設の再編
・人件費（手当・管理職数）の見直し
・行政の効率化

≪歳入≫
・新工業団地の早期整備
・企業誘致専門部署の創設
・新東名裾野インターチェンジの整備
・富士山、箱根を抱える当市の新たな観光強

化
・区分区域見直しによる定住地の確保

　また、世界的にも話題のウーブン・シティ
の建設が、市内で着々と進められています。
新たな先端技術の発明拠点として、地球上で
裾野市にしかないウーブン・シティの周辺に、
ものづくり産業が集積し、世界の発明家・技
術者の皆さんが先端技術を開発し続けていた
だけるよう、市として最大限の協力をしてい
く覚悟です。
　市民の皆さんの希望を現実にできるよう、
『どのようにしたら市民の皆さんが喜んでく
れるか、今後の裾野市は持続可能なまちにな
れるか』を考えられる職員を1人でも多く育
成したいと考えています。
　そして、市職員が本当に市の発展のために
従事していることが理解され、子どもたちに
は『将来は市職員になりたい』と思っていた
だける職業にまでしたいと考えます。
　すべては、市民のために、市の発展のため
に。改革に邁進してまいります。どうぞよろ
しくお願いします。

財政再建及び
時代と市民ニーズにあった市民サービス作り

就任のあいさつ

第７代 裾野市長

村田　悠
は る か ぜ

3
2022.3

広報すその


